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（欠番）
様式5(2)

宇宙日本食製造に係る作業手順書
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	作業項目
	作業内容
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※必要により行を追加すること。
様式5(3)
宇宙日本食製造仕様書

「　品　名　」

申請業者名

1. 定義

この文書は、申請食品として用いられる「　品名　」の製造、検査、包装について定めるものである。

2. 要求事項

2.1. 原材料

全ての原材料は、清潔で異物の混入が無いこと、食品用として許可されていることが必要である。原料は使用時において全て良好な状態であること。

2.2. 処方（原料比率）

2.3. 加工手順

2.4. 最終製品

	要求基準
	

	喫食法
	

	寸法（mm）
	

	総重量（g）
	
	内容量（g）
	

	1食あたりの
アルコール
含有量（g）
	□原料比率による計算値  □アルコール検査結果による実測値  □N/A




3. 品質保証

4. その他の特記事項
様式5(4)
異物混入防止対策
工場名：


1. 食品衛生法への対応状況

	食品衛生法
	対応状況

	窓及び出入口は、原則として開放したままにしないこと。開放したままの状態にする場合にあつては、じん埃、ねずみ及び昆虫等の侵入を防止する措置を講ずること。（食品衛生法施行規則別表第17　2施設の衛生管理　ホ）
	

	施設及びその周囲は、維持管理を適切に行うことができる状態を維持し、ねずみ及び昆虫の繁殖場所を排除するとともに、窓、ドア、吸排気口の網戸、トラップ及び排水溝の蓋等の設置により、ねずみ及び昆虫の施設内への侵入を防止すること。（食品衛生法施行規則別表第17　5ねずみ及び昆虫対策　イ）
	

	一年に二回以上、ねずみ及び昆虫の駆除作業を実施し、その実施記録を一年間保存すること。ただし、ねずみ及び昆虫の発生場所、生息場所及び侵入経路並びに被害の状況に関して、定期に、統一的に調査を実施し、当該調査の結果に基づき必要な措置を講ずる等により、その目的が達成できる方法であれば、当該施設の状況に応じた方法及び頻度で実施することができる。（食品衛生法施行規則別表第17　5ねずみ及び昆虫対策　ロ）
	

	殺そ剤又は殺虫剤を使用する場合には、食品又は添加物を汚染しないようその取扱いに十分注意すること。（食品衛生法施行規則別表第17　5ねずみ及び昆虫対策　ハ）
	

	ねずみ及び昆虫による汚染防止のため、原材料、製品及び包装資材等は容器に入れ、床及び壁から離して保存すること。一度開封したものについては、蓋付きの容器に入れる等の汚染防止対策を講じて保存すること。（食品衛生法施行規則別表第17　5ねずみ及び昆虫対策　ニ）
	

	じん埃、廃水及び廃棄物による汚染を防止できる構造又は設備並びにねずみ及び昆虫の侵入を防止できる設備を有すること。（食品衛生法施行規則別表第19　3施設の構造及び設備　イ）
	

	必要に応じて、ねずみ、昆虫等の侵入を防ぐ設備及び侵入した際に駆除するための設備を有すること。（食品衛生法施行規則別表第19　3施設の構造及び設備　ル）
	

	
	


※必要により行を追加すること。
2. 工場本体・設備面・運用面の異物混入対策
(1) 工場本体・設備面の異物混入対策
	侵入経路
	対象
	対策

	①原材料搬入口
	内部発生虫
	

	
	飛翔性昆虫
	

	
	歩行性昆虫
	

	②製品搬出口
	内部発生虫
	

	
	飛翔性昆虫
	

	
	歩行性昆虫
	

	③工場内窓
	内部発生虫
	

	
	飛翔性昆虫
	

	
	歩行性昆虫
	

	④吸排気口
	内部発生虫
	

	
	飛翔性昆虫
	

	
	歩行性昆虫
	

	⑤工場内側溝
	内部発生虫
	

	
	飛翔性昆虫
	

	
	汚水発生虫
	

	⑥排水溝
	内部発生虫
	

	
	飛翔性昆虫
	

	
	汚水発生虫
	

	⑦作業場出入り口
	内部発生虫
	

	
	飛翔性昆虫
	

	
	歩行性昆虫
	


※必要により行を追加すること。
(2) 運用面の異物混入対策
	対象
	対象異物
	対策

	作業者
	
	

	原材料
	
	

	設備・機械
	
	


※必要により行を追加すること。
3. 過去の異物混入事故
	発生日
	混入物・状況・原因
	対策
	結果

	
	
	
	

	
	
	
	


※必要により行を追加すること。

4. 専門業者の指摘への対応
	日付
	指摘内容
	対策
	結果

	
	
	
	

	
	
	
	


※必要により行を追加すること。
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